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国内各地で問題となっている外来生物のうち、淡

水に生息するブラックバス類（オオクチバス、コクチバ

ス）およびブルーギルは、その雑食性と強い繁殖力によ

り日本全国に分布を拡大し、日本の在来生物の脅威とな

っています。新潟県内においても多くの湖沼・河川でこ

れらの外来魚が確認されており、刺網、釣り等による駆

除が行われています。しかし、水抜きが可能な一部のた

め池などを除くと、これまでの手法だけでは外来魚の根

絶は難しいのが現状です。そこで当場では、加治川水系

の内の倉ダム湖において、優占的に生息しているコクチ

バスを対象に、従来の手法に加えて、初期加入資源（卵・

幼稚魚）の駆除を2008年から重点的に行い、コクチバス

の繁殖抑制を試みました。

吸引装置による卵・仔魚の駆除

サンフィッシュ科のブラックバス・ブルーギルは産

卵床と呼ばれる巣を湖底に作り、粘着性の卵を産みつけ

ます。この産卵床に産みつけられた卵・仔魚を吸引する

装置（以下、吸引装置 図１）を開発し、2008年より

駆除を実施しました。

事前の調査では、産卵床の吸引駆除を行わない対照区

に対して、吸引駆除を行った試験区では約85％の仔魚

の発生を抑制できることが分かりました。また、屋内

水槽で行った吸引駆除試験では３分間の作業で約95％

の卵を吸引駆除することができました。

産卵床は最も多い年で92個、少ない年で27個が確認さ

れました。発見された産卵床のうち、吸引駆除すること

図１ 産卵床吸引装置
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新潟県は有数の温泉県であり、日帰り温泉も多くそれぞれ賑わいを見せてい

る。温泉好きの小生も時々出かけるが、特に露天風呂があると必ず入ってみ

る。ある温泉に行った時も内風呂の窓から外を見て、大きな露天風呂がある

なぁ～と思いそのままハダカで行ってみた。すると水は冷たく錦鯉が泳いで

いる池であった。はずかしい思いをしながら引き返して来た思い出がある。

ところで池で泳いでいた錦鯉であるが、メスの方が愛好者から喜ばれるという話を聞かせてもらった

ことがある。やはりメスの方がスタイルが良く肌合いが美しいということなのだろうか。そういえば温

泉も「美人の湯」「美肌の湯」など、女性の美を連想させる呼び名も多い。そんな呼び名の温泉に行く度

に、露天風呂の岩陰から頭にタオルをのせた錦鯉が泳ぎ出て来ないかと期待をしているが、なかなかお

目にかかれない。（Ｎ．Ｎ生）
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ができた割合は多い年で75％、少ない年で48％、平均で

約60％となりました（表１）。

電気ショッカーボートを用いた幼稚魚の駆除

産卵床の卵・仔魚の吸引によって、初期加入資源の一

部を抑制することができました。しかし、全てを駆除す

ることができたわけではなく、幼稚魚となって産卵床か

ら離れたものがいます。そこで、取り残したふ化後の幼

稚魚について電気ショッカーボートを用いた駆除を行

いました。電気ショッカーボートは、全国各地の外来魚

駆除で使用されており、当場の駆除データからも０～

１歳程度の若齢魚の駆除に有効であることが分かって

います。駆除試験は2009年から３カ年、北海道総合研究

機構の協力の下で実施しました。通電を行いながらダム

湖の水深約２ｍ以浅の湖岸を微速で航行し、電気ショッ

クで横臥した外来魚をたも網ですくい取ります。ショッ

クは一時的なものなので、他の在来魚には影響はありま

せん。

最も多い年で1,463尾、少ない年で353尾のコクチバ

スが採捕されました。試験区の採捕尾数から推定された

残存尾数に対するコクチバスの採捕率は平均で約70％

となりました（表２）。

初期加入資源抑制効果の確認

吸引装置による産卵床駆除と電気ショッカーボート

による幼稚魚の駆除の効果を確認するため、刺網によ

る採捕調査を行い、その結果を図２に示しました。

電気ショッカーボートによる駆除を行う前の刺網

のみで駆除を行っていた2009年秋までは、１歳、２

表２　電気ショッカーボートによる採捕実績

推定生息

尾数

2009 8 2,041 1,463 72%

2010 7 646 353 55%

2011 9 1,089 889 82%

実施年 実施日数 採捕数 採捕率

コクチバス

駆除日数

実施年 （水温帯） 確認数 駆除数 駆除率

2008 5 (14.0-21.7) 92 51 55%

2009 4 (17.0-20.5) 85 64 75%

2010 2 (16.0-22.5) 27 13 48%

2011 6 (13.5-18.0) 47 32 62%

平均 60%

産卵床

表１　内の倉ダム湖における産卵床駆除実績

図２ 刺網採捕調査結果（CPUE）と年齢組成

歳魚の占める割合が半数近くになっていました。と

ころが、吸引駆除に加えて電気ショッカーボートに

よる駆除を開始した翌年の2010年から、刺網１反あ

たりで採捕されるコクチバスの数（CPUE）が約半

数に減少しました。この年齢組成の内訳をみると、

２歳魚までの若齢魚の割合が激減しており、ほとん

どが３歳、４歳以上の高齢魚のみとなっていました。

このことは、産卵床の吸引駆除と電気ショッカー

ボート駆除によってコクチバスの新規加入資源の抑

制に成功した可能性を示していると考えられます。

年齢査定の結果から、内の倉ダム湖のコクチバスは、

おおよそ６歳が寿命と考えられました。産卵親魚がいな

くなる、すなわち、現在３歳の個体のほとんどが自然死

亡すると考えられる３年後まで初期加入資源の抑制を

継続することで内の倉ダム湖のコクチバスをさらに大

幅に減少させることができると考えています。

内水面水産試験場では、2012年から2014年までの３

年間、新たな国の事業によって、駆除の継続と残った親

魚の効率的な駆除技術開発を実施中です。本年行ってい

る調査では、これまで確認されなかったフナやウグイの

幼魚が以前よりも多く確認されています。内水面水産試

験場として、こういった在来魚が少しでも増えて元の生

息数に戻るお手伝いができればと考えています。
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近年のニシキゴイ穴あき病原因菌の薬剤感受性について

病理環境課課 主任研究員 的 山 央 人

1996年頃より、ニシキゴイに、「新しいタイプの

穴あき病」と呼ばれる病気が大流行し、ニシキゴイ

産業に大きな被害を与えてきました。当時の発生か

ら、早 17年が経過した現在、その後発生が確認さ

れたコイヘルペスウイルス（ＫＨＶ）病の影響もあ

り、他所からの魚の導入や品評会のあり方等が見直

されました。その結果、この穴あき病が大流行する

ということはなくなりましたが、一部の生産者や、

末端の愛好家の池での被害は続いており、ニシキゴ

イ産業への影響は依然として大きいと言えます。

当場では、本病の発生以来、原因菌のモニタリン

グに努め、菌を分離して性状等を調べてきました。

発生当初と、近年の薬剤感受性傾向を比較してみま

すと、表１のようになります。

これを見ますと、水産医薬品については、薬効に

回復の兆しがありますが、動物用医薬品に対しては

耐性菌の率が著しく増えている傾向がみてとれま

す。これは、発生当初、この新しいタイプの穴あき

病に水産用医薬品が効かないと言われた結果、獣医

師の処方のもと、動物用医薬品の投与が頻繁に行わ

れたためと考えられます。

ところで、新しいタイプの穴あき病が発生した当

初、東京大学の加来ら(1999)は、新潟県と石川県の

ニシキゴイや他２県のマゴイでの発生事例から菌を

分離し、ニシキゴイとマゴイから分離された菌の性

状が異なることを報告しています（以後、ニシキゴ

イ型、マゴイ型）。当時、当場も県内で発生した複数

の事例において原因菌を分離していますが、いずれ

もニシキゴイ型のものでした。その状況は 2009年

に至るまで変わらなかったのですが、2010年にな

ると、県内のニシキゴイで発生した穴あき病魚から、

マゴイ型の菌が分離されてきました（表２）。

これらの型はいくつかの生化学的性状の違いから分

けているのですが、大きな違いの一つに薬剤に対す

る感受性があります。極端にいえばマゴイ型の菌は

（今現在のところ）どんな薬も非常によく効くとい

う特徴があります。これらを踏まえて、近年、分離

された菌を型ごとに分けて薬剤感受性傾向をまとめ

たのが表３です。

もともと県内で大きな被害を与えたニシキゴイ型

の菌だけにかぎってみると、依然として水産用医薬

品の効きは改善されておらず、動物用医薬品にいた

っては、半数以上が耐性菌化しているということが

わかると思います。

マゴイ型の菌であれば、現在のところは種々の薬

剤に治療効果があると考えられますが、残念ながら
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表１　水産用医薬品に対する穴あき病菌の薬剤感受性の変化

発生当初 近年

(1997-1999) (2009-2010)

７件、９株 10件、18株

成分名 有効 耐性 有効 耐性

オキソリン酸 0% 100% 33% 67%

スルフィソゾールナトリウム 0% 0% 56% 0%

フロルフェニコール 100% 0% 100% 0%

塩酸オキシテトラサイクリン 56% 44% 50% 44%

エンロフロキサシン* 44% 0% 50% 44%

硫酸カナマイシン* 33% 0% 56% 33%

*：動物用医薬品

表２　穴あき病原因菌の年別分離状況
分離年 ﾆｼｷｺﾞｲ型 マゴイ型
1997 2 0
1998 6 0
1999 5 0
2004 2 0
2006 2 0
2009 4 0
2010 3 3
2012 0 1

24 4

表３　ニシキゴイ型とマゴイ型による薬剤感受性の違い

ニシキゴイ型 マゴイ型

(2009-2010) (2010)

７件、12株 ３件、６株

成分名 有効 耐性 有効 耐性

オキソリン酸 0% 100% 100% 0%

スルフィソゾールナトリウム 50% 0% 67% 0%

フロルフェニコール 100% 0% 100% 0%

塩酸オキシテトラサイクリン 33% 67% 100% 0%

エンロフロキサシン* 25% 67% 100% 0%

硫酸カナマイシン* 33% 50% 100% 0%

*：動物用医薬品



外観症状からどちらの型であるかを知ることはでき

ません。当場としては、型に関係なく、今も昔も有

効性の高いフロルフェニコールによる治療が最善で

あると考えています。しかし、今後、ニシキゴイ型

の菌が再び猛威をふるったり、あるいはそれ以外の

薬の効きにくい新しい型の菌が現れないとも限りま

せん。引き続き、この穴あき病原因菌のモニタリン

グを続けていく必要がありますし、水産用医薬品に

よる治療法についても今後さらに検討していきたい

と考えています。ニシキゴイ生産者あるいは愛好家

の方々も、この穴あき病が極めて薬剤耐性化が進ん

でいることをよく知っていただき、安易な薬剤投与

を行わず、適切な投与による治療にご協力くださる

ようお願いいたします。

（なお、本稿は観賞魚であるニシキゴイを対象と

して記述しています。食用となるマゴイの場合は、

穴あき病の治療を目的として承認された水産医薬品

はないことから、「動物用医薬品の使用の規制に関す

る省令」に従い、食品としての安全性を図る必要が

ありますのでご注意ください。）

ドジョウ養殖は地場産種苗で

養 殖 課 研究員 中 嶋 一 恵

ため池や水田を利用した副業として、淡水生物の

養殖があります。なかでもドジョウの養殖は、トキ

の餌の確保や、前総理大臣のドジョウ発言もあり、

にわかに関心が高まり、当場への問い合わせも前年

度の1.5倍になりました。問い合わせの中には、「ド

ジョウの養殖を始めてみたいが、魚はどこから手に

入れたらよいのだろうか」という質問があります。

それに対して、「養殖に用いるドジョウは地元のも

のを使用するように」と回答しています。 その理

由は「遺伝子のかく乱」を防ぐためです。遺伝子と

は、体の様々な働きや特徴を親から子へと伝える働

きを持った物質です。生き物すべては、地球の長い

歴史の中で、それぞれの地域に適応した遺伝子を子

孫に伝え、繁栄してきました。

ドジョウについても、外見では全国どこでも同じ

ように見えますが、地域ごとに特徴的な遺伝子を持

っていることが報告されています（Morishima et al.

2008）。ドジョウ養殖は、たいてい浅いため池など

を利用しますが、こうした池では、飼育中の逃亡を

完全に防ぐことは難しいのが現状です。他の地域の

ドジョウを導入すると、それが逃げ出した場合、地

域に元々すんでいるドジョウと交配し、遺伝子が混

ざってしまうことが起こります。このように、それ

ぞれの地域に適応した遺伝子が損なわれることを

「遺伝子のかく乱」と言います。遺伝子のかく乱に

よって、将来どのような影響が出てくるかは、予測

不可能です。

また、ドジョウに外見がよく似た「カラドジョウ」

が、食用や釣り餌用として近年輸入されています。

カラドジョウが自然界に放たれることにより、日本

産のドジョウと競合し、生態系に悪影響を及ぼしう

ることから、カラドジョウは環境省によって要注意

外来生物に指定されています。

これらのことから、由来が明確ではないドジョウ

を他地域から購入して養殖すると、地域に元々すん

でいるドジョウの遺伝子をかく乱したり、カラドジ

ョウが増えたりして、地場のドジョウが絶えてしま

うことが考えられます。そのためにも、他地域から

のドジョウの導入は避けるよう、お願いいたします。

それでは地場産種苗はどのように入手したらよい

でしょう。既に地場産の種苗で養殖されている方か

らドジョウを分けていただくのがよい方法ですが、

自分で地場のドジョウを捕獲することも試してみて

はいかがでしょうか。

ドジョウは泥底の水域に生息しており、泥には汚

いイメージがあるかもしれませんが、とても環境に

敏感な魚です。ドジョウが住みやすい環境を保全し

ていくとともに、太古の時代から受け継がれてきた

遺伝子を持った地域のドジョウが守られるようドジ

ョウ養殖に取り組んでいただきたいと思います。

 ４


